
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1208 

令和 5年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術演習 
単位

数 ２単位 年次 2年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・与えられた課題、テーマに対して自分らしい表現をするための発想や構想の練り方、それを表

現するための技術、技法を身に着ける授業です。 

・伝統技法に触れ、身近な生活の中にある美術的要素について学ぶ活動も行います。 

 

２ 学習の到達目標 

【a:知識及び技能】 

対象を捉える造形的な視点について造形を深めるとともに、意図に応じて表現方法を工夫してい

る。 

【ｂ：思考力、判断力、表現力等】 

意図に応じて表現方法を工夫して個性豊かな発想、構成を練り作品として表現している。 

【ｃ：学びに向かう力、人間性等】 

主体的に美術の創造的な諸活動取り組み、感性と美意識を高め心豊かな生活や社会を創造してい

く態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

創造的な美術の表現をする

ために必要な知識・技能を

身につけ、与えられた対象

（テーマ）に合わせ表現方

法を工夫して表現してい

る。 

与えられた対象（テーマ）に

対し個性を確立させ、自分の

表現方法を構想として練り、

作品として表現できている

か。 

生活や社会に目を向けそこに

存在する美術的要素に気づい

ているか。自分の作品制作や他

者の作品の鑑賞の際にその視

点を活かし意欲的に取り組ん

でいるか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

既

製

品

の

着

彩 

・クロッキー 

・水彩絵の具を用いた着彩画 

・相互鑑賞 

a: 目的を理解し、画材の特

性を活かして表現している。 

b:対象（テーマ）を見つめて

特徴をつかみ、構成などを工

夫している。 

c:美術の多様な表現に関心

を持ち、これからの 学習活

動に意欲的である。 

提出物 

観察 

提出物 観察 

振り返り

シート 

ポ
ス
タ
ー
製
作 

・下絵の作成 

・レタリング 

・相互鑑賞 

２
学
期 

消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ
で
模
様
づ
く
り 

・模様を組み合わせることで

パターンを学ぶ 

・消しゴム判子作成 

・相互鑑賞 

a:消しゴム判子の特性を理

解し、篆刻刀などの道具の

特性を活かして正しく使用

することができる。 

b:同じ模様を繰り返すこと

（パターン）の面白さを見

つけ表現方法を工夫してい

る。 

c: 素材の特徴を理解する

とともに、工夫をこらし主

体的に取り組もうとしてい

る。 

提出物 

観察 

提出物 観察 

振り返り

シート 

風
船
張
子 

・張り子制作 

・アートガラス制作 

・額縁制作 

・相互鑑賞 

a: 紙を何度も重ねて張る

張り子の制作順序を理解し

制作している。 

b: 立体を加工、着色するに

あたり表現するモチーフや

使用する画材の特性を理解

して表現している。 

c: 素材の特徴を理解する

とともに、工夫をこらし主

体的に取り組もうとしてい

る。 

 

提出物 

振り返り

シート 

提出物 観察 

振り返り

シート 
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３
学
期 

石
膏
デ
ッ
サ
ン 

・木炭を用いた石膏デッサン

の制作 

・相互鑑賞 

a:木炭、練りゴムの特性を

理解し、石膏像の形や質感

を正確に描写しようとして

いる。 

b:石膏像のもつ形、色彩、

質感にあった表現木炭、練

ゴムの特性を活かし表現し

ている。 

c:石膏をよく観察し主体的

に取り組もうとしている。 

観察 

提出物 

 

提出物 観察 

振り返り

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


